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たかが接続詞、されど接続詞 

 

●旧約聖書には、接続詞「ヴァーヴ」(ו)が 5 万以上のあるとされています。詩篇 119 篇の「ヴァ―ヴ」の段落に

は、「ヴァ―ヴ」の文字で始まる語彙はありません。すべてが接続詞の「ヴァーヴ」＋動詞ですが、そこからではな

く、今回は「接続詞の不思議さ」を見てみたいと思います。「たかが接続詞」と思われるでしょうが、「されど接続

詞」なのです。 

 

●聖書で最初に使われている接続詞の「ヴァ―ヴ」は創世記 1 章 1 節です。「はじめに神が天と〔連結の Vav〕地

を創造された。」の「天と地」の「と」の部分に使われています。これは「連結のヴァ―ヴ」です。天と地を連結し

ている部分は、神と人が共に住む「幕屋・神殿」です。イェシュアは「わたしは、三日でそれを(=神殿)を建てよう」

と言われました(ヨハネ 2:19)。ですから、聖書で最初の「ヴァ―ヴ」にはイェシュアが啓示されています。文字(も

んじ)では単なる接続詞に過ぎませんが、霊においてはイェシュアを啓示しています。「はじめに」と訳された「は

じめ」は「レーシート」で「初穂」という意味です。「今やキリストは、眠った者の初穂として死者の中からよみが

えられました」(Ⅰコリント 15:20)とあります。しかし多くの場合、ヴァ―ヴは文と文をつなぐ、あるいは聖書の

各巻と各巻をつなぐ場合に使われているのです。 

 

●創世記と出エジプト記、出エジプト記とレビ記、レビ記と民数記をつないでいる箇所にも接続詞の「ヴァーヴ」 

があることをご存知でしょか。 

 

「創世記」⇒ (ו)「出エジプト記」⇒( ַו)「レビ記」⇒( ַו)「民数記」 

「申命記」⇒( ַו)「ヨシュア記」⇒ ( ַו)「士師記」⇒ ( ַו)「ルツ記」⇒( ַו)「Ⅰサムエル記」⇒ 

 「Ⅱ列王記」(וַ )⇒「Ⅰ列王記」(וַ )⇒「Ⅱサムエル記」(וַ ) 

 

●これらの接続詞をどのように理解するかという問題です。その関連性をどう表現するかは人それぞれによって異 

なります。創世記から民数記までが、接続詞「ヴァ―ヴ」によって一つにつながっている(まとまっている)のです。 

さらに「申命記」～「列王記」も同様です。申命記は「創世記～民数記」(①神の民の開始、②神の民 

の開始、③神の民の聖別 ④神の民の訓練)の要約的位置にあります。と同時に、申命記が「ヨシュア記～列王記」 

という歴史書の序文的位置づけとなっているということが接続詞によって理解できるのです。 

 

●創世記と出エジプトの関係では、創世記ではヨセフで終わっているのに対し、出エジプト記ではそのヨセフを知 

らない新しい王によって苦しみを経験するというふうに、また、出エジプト記では幕屋が完成したことで閉じられ 

るのに対して、レビ記ではその幕屋において神に近づくためのささげ物について触れています。レビ記で神に近づ 

くための様々な規定が示された後に、それに続く民数記ではイスラエルの民の一人一人がアブラハムとのかかわり 

を確認する登録がなされています。それはイスラエルの民が自分の所属を知り、それぞれの存在のアイデンティテ 

ィを確認するためです。ところが、申命記の冒頭には接続詞がなく、ヨシュア記の最初に接続詞あるというのは、 

申命記で語られていることがヨシュア記からはじまる歴史書の「序論的位置づけ」」となっているのです。 
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●接続詞が文節の頭に来る場合、次に来るのは決まって動詞ですが、時折、動詞ではなく、名詞が来る場合があり

ます。それはその名詞を特別に強調するためです。創世記 1章 2節がそうです。1節を ACでは、聖書全体のタイ

トルとしています。とすれば、2節冒頭のヴァ―ヴをどのように訳せばよいのでしょうか。 

 

 וְ הָאָרֶץ הָיְתָה תֹהוּ  וָ בֹהוּ 
 

●ここでは冒頭のヴァ―ヴの後に、冠詞付きの「地」(ハーアーレツ)が置かれています。それは「その地を強調す

るためです。だとしたら、2 節冒頭の「ヴァ―ヴ」をどうように訳すのがふさわしいでしょうか。多くの聖書がそ

れを訳していませんが、KJVが andと訳しています。ただし、すべてのヴァ―ヴを andで訳しているのです。 

 

●創世記 3章 1節にも、冒頭に「ヴァ―ヴ」があります。 

原文は「ヴェハンナーハーシュ・ハーヤー：וְהַנָּחָש הָיָ ה  )で始まっています。ここで強調されているのは冠詞付
きの「蛇」です。なぜ、冠詞がついているのかが問題ですが、今回のテーマから外れるので問題とはしません。 

【新改訳 2017】は、そこを「さて、・・・」と訳しています。ですから、1章 2節も「さて」と訳すべきではない

でしょうか。 

 

 

KJV 

1  In the beginning God created the heaven and the earth. 
2  And the earth was without form, and void; and darkness was upon the face of the deep.  

And the Spirit of God moved upon the face of the waters. 
3   And God said, Let there be light: and there was light. 
4   And God saw the light, that it was good: and God divided the light from the darkness. 
5   And God called the light Day, and the darkness he called Night.  

And the evening and the morning were the first day. 
 

●ここで、原文で創世記 1章 1～5節にあるヴァ―ヴを見てみましょう。 

 

 1 בְּרֵאשִׁית בָּרָא אֱ�הִים אֵת הַשָּׁמַיִם וְ אֵת הָאָרֶץ׃

 2 וְ הָאָרֶץ הָיְתָה תֹהוּ וָ בֹהוּ  וְ חֹשֶׁ� עַל־פְּנֵי תְהוֹם וְ רוּחַ אֱ�הִים מְרַחֶפֶת עַל־פְּנֵי הַמָּיִם׃

 3 וַ יּאֹמֶר אֱ�הִים יְהִי אוֹר וַ יְהִי־אוֹר׃ 

 4 וַ יַּרְא אֱ�הִים אֶת־הָאוֹר כִּי־טוֹב וַ יַּבְדֵּל אֱ�הִים בֵּין הָאוֹר וּבֵין הַחֹשֶׁ�׃

 5 וַ יִּקְרָא אֱ�הִים לָאוֹר יוֹם וְ לַחֹשֶׁ� קָרָא לָיְלָה וַ יְהִי־עֶרֶב וַ יְהִי־בֹקֶר יוֹם אֶחָד׃ פ  
 

 。と言い、テキストの段落の区切りを示し、改行を示す(פְּתוּחָא)ぺトゥーハー=פ※

 。と言い、テキストの段落の終わりを示し、次の行の間の空白を示す(סְתוּמָא)セトゥ―マー=ס※

アロンの祝祷の原文を見るとそうなっています。 
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●1～5節まで、接続詞ヴァ―ヴが何と 13回も使われています。 

 

 

 

 

【新改訳 2017】創世記 1章 1～５節 ※□は実際にヴァ―ヴがあるのに、訳されていないことを示しています、 

1 はじめに神が天と〔連結の Vav〕地を創造された。 

2 □地は茫漠として〔連結の Vav〕何もなく、闇が大水の面の上にあり、□神の霊がその水の面を動いていた。 

3 □神は仰せられた。「光、あれ。」すると光があった。 

4 □神は光を良しと見られた。□神は光と〔連結の Vav〕闇を分けられた。 

5 □神は光を昼と名づけ、□闇を夜と名づけられた。□夕があり、□〔連結の Vav〕朝があった。第一日。 

 

【新改訳第 2版】 

1 初めに、神が天と地を創造した。 

2 □地は形がなく、何もなかった。やみが大いなる水の上にあり、□神の霊は水の上を動いていた。 

3 そのとき、神が「光よ。あれ。」と仰せられた。すると光ができた。 

4 □神はその光をよしと見られた。そして神はこの光とやみとを区別された。 

5 □神は、この光を昼と名づけ、このやみを夜と名づけられた。こうして夕があり、□朝があった。第一日。 

 

【新共同訳】 

1 初めに、神は天地を創造された。 

2 □地は混□沌であって、闇が深淵の面にあり、□神の霊が水の面を動いていた。 

3 □神は言われた。「光あれ。」こうして、光があった。 

4 □神は光を見て、良しとされた。□神は光と闇を分け、 

5 □光を昼と呼び、闇を夜と呼ばれた。□夕べがあり、□朝があった。第一の日である。 

 

 
NKJV 
 1 In the beginning God created the heavens and the earth. 

 2 The earth was without form, and void; and darkness was on the face of the deep. And the Spirit of 

 God was hovering over the face of the waters. 

 3 Then God said, "Let there be light"; and there was light. 

 4 And God saw the light, that it was good; and God divided the light from the darkness. 

 5 God called the light Day, and the darkness He called Night. So the evening and the morning were   

 the first day. 
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【新改訳 2017】創 

1 はじめに神が天と〔連結の Vav〕地を創造された。 

2 地は茫漠として何もなく、闇が大水の面の上にあり、神の霊がその水の面を動いていた。 

3 神は仰せられた。「光、あれ。」すると光があった。 

4 神は光を良しと見られた。神は光と〔連結の Vav〕闇を分けられた。 

5 神は光を昼と名づけ、闇を夜と名づけられた。夕があり、朝があった。第一日。 

 

【新改訳第 2版】 

1 初めに、神が天と地を創造した。 

2 地は形がなく、何もなかった。やみが大いなる水の上にあり、神の霊は水の上を動いていた。 

3 そのとき、神が「光よ。あれ。」と仰せられた。すると光ができた。 

4 神はその光をよしと見られた。そして神はこの光とやみとを区別された。 

5 神は、この光を昼と名づけ、このやみを夜と名づけられた。こうして夕があり、朝があった。第一日。 

 

【新共同訳】 

1 初めに、神は天地を創造された。 

2 地は混沌であって、闇が深淵の面にあり、神の霊が水の面を動いていた。 

3 神は言われた。「光あれ。」こうして、光があった。 

4 神は光を見て、良しとされた。神は光と闇を分け、 

5 光を昼と呼び、闇を夜と呼ばれた。夕べがあり、朝があった。第一の日である。 

 
 
KJV 

1  In the beginning God created the heaven and the earth. 
2  And the earth was without form, and void; and darkness was upon the face of the deep.  

And the Spirit of God moved upon the face of the waters. 
3   And God said, Let there be light: and there was light. 
4   And God saw the light, that it was good: and God divided the light from the darkness. 
5   And God called the light Day, and the darkness he called Night.  

And the evening and the morning were the first day. 
 
 
●語ることが多くありますが、一つの接続詞をどう訳すかは大問題です。その例としてあげたいのは、創世記 6章

節です。 
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【新改訳 2017】創世記 6章 1～3節 

1 さて、人が大地の面に増え始め、娘たちが彼らに生まれたとき、 

2 神の子らは、人の娘たちが美しいのを見て、それぞれ自分が選んだ者を妻とした。 

3 そこで、主は言われた。「わたしの霊は、人のうちに永久にとどまることはない。人は肉にすぎないからだ。 

だから、人の齢は百二十年にしよう。」 

 

●2節の「神の子ら」については諸説ありますが、私は「神の人ら」(ヴェネー・ハーエローヒーム：בְּנֵי הָאֱ�הִים)

を「セツの子孫」と解釈します。つまり、セツの子孫がカインの系譜にある美しい娘たちとかかわりを持つように

なり、神を信じない娘たちを妻とすることで彼らの影響を受けるものとなり、祭司の系列にある者たちの「その心

に計ることがみな、いつも悪いことだけに傾くようになった」ゆえに「人の齢は百二十年にしよう」という神の宣

言となったと理解します。120は 12の倍数です。120は 12という祭司の数の拡張数と言えます。 

 

●「わたしの霊は、人のうちに永久にとどまることはない。人は肉にすぎないからだ」と主は言われました。それ

ゆえに、神の子らが自分の欲(おのが腹)を神とするようになったのを見て、多くの人は「人の齢は百二十年にしよ

う」を「神のさばき」として解釈しようとします。しかしそれはたましいの理解です。「だから」と訳された接続詞

(ヴェ： ְו)には逆接(しかし)も含まれていることから、これは「人を王なる祭司としよう」という「神の回復の宣言」

と言えるのです。それが、使徒の働きにある「百二十人ほどの人々」に実現しています。「百二十人ほどの人々」は、

イェシュアの 40 日間の顕現によって、すでに「祭司」として十分に整えられていたことを示しているのです。こ

れを「プレーロー」(πληρόω)ということばで括ることができます。「プレーロー」は「満たされた、成就した」

を意味します。 

 

●ここは一つの接続詞ですが、聖書全体の文脈で解釈する必要があります。でないと、「ネフィリム」の話に興味が

行ってしまいます。神にとって、祭司の体系は最も重要なことであるのです。 


